山梨県コンクール　三部　優秀賞
私のおにぎりは、しょっぱくて･･･　
北杜市甲陵中学校二年　
　前田　詩葉　
十二時四十分。お弁当袋を開けると、そこには少し形のゆがんだ、おにぎりが入っていた。この母のおにぎりを見るたび、あの頃のことを思い出す。
「たっだいまー！」
きょうだいしかいない家に向かって、大声で言う。ドタドタとうるさく階段を駆けおりる音が聞こえてくる。妹だ。妹は私の顔をじっと見てから、急げといわんばかりに手をぶらぶらとゆらし、口を開いた。
「やっと帰ってきた。洗濯物取り込むよ。」
私は妹二人、弟一人の四人きょうだい。一番下の妹は保育園に通っていて、まだ帰ってきていない。親は共働きで、帰りはいつも六時過ぎ。だから、この時間帯だと家には小学生の妹と弟、そして私しかいなかった。
　靴を脱ぎ捨て、階段をのぼり、ベランダへ。そこにはもう妹がいた。
「おっそいなあ。ずっと待っていたんだからね。」
はいはいごめんねと返事をしてから、二人で取り込んだ。全部取り込み終えたら、来ていない弟を呼びに弟の部屋へ向かった。
「早く来てよ。二人だけじゃ、大変なんだから。」
「そうだよ。ぐうたらパソコンいじっているんだったら、手伝いに来てよ」
弟はパソコンを見たまま何も言わない。
「ねえ、ちょっと！聞いてる？」
ここまで言うと、弟はやっと顔を上げ、｢ええ｣
と言ってから、
「やだ。」
不満そうに眉間にしわを寄せてまた言った。
　どうしたら動いてくれるだろう。そのとき、ぱっと思いついた。私を元気づけてくれた、母の愛情のつまったアレ。それを私が作ればいいのではないか。
「手伝ってくれたら、いいものあるよ。ちょっと待っててね。」
私は下におりて、台所に行った。
　初めての一人での料理開始。冷蔵庫からタッパーを取り出して、ふたを開けた。タッパーの中には、冷たいごはんが入っている。しゃもじですくえばポロポロと落ちるごはんをちょっとずつラップに置いて、ていねいに包んだ。そして、電子レンジに入れて、ポチッ！レンジの窓から、くるくると回るごはんをずっと見ていた。ピー、ピー、と鳴って、取り出そうとごはんを触った。あちちちち！温度を高く設定してしまった。熱い熱いと熱々ごはんを急いでテーブルに置いた。ラップをそっと開けると･･････。ほわほわとあたたかな湯気が私の顔を包んだ。肌にしみこんでいくようで、ほんの少し、しあわせだった。
　よし、最後の仕上げだ。スプーンですくった塩をごはんのまわりにパラリと、まんべんなく。ぎゅっぎゅっとにぎって三角を作り、くるりとのりを巻けば･･･
完成！ほかほかのおにぎり。
　自分で作れたのが嬉しくて、大声でみんなを呼んだ。みんな、すぐおりてきてくれた。弟はおにぎりを見た瞬間、目を見開いた。そして、
「これ食べていいの？」
と嬉しそうに聞いてきた。
「いただきます。」
と、妹と弟はおにぎりにかぶりついた。弟はごはん粒が口周りについていることも気にせず、無言で食べていた。妹は、少し顔をゆがませたが、すぐ笑い出した。「これ、しょっぱい！」と。
私は、え、と驚いたが、作っているときのことを思い出した。
「あ、スプーンで塩かけちゃった。」
「そりゃこうなるよね。」
と妹は言い、また笑い出した。弟も
「アホか！」
と笑い始めた。
おにぎりは、人を元気づけることができる。心からそう思った。また今度もおにぎりを作ってみんなで食べよう。そして、笑顔がはじけますように。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

